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　思えば「伝記が書けるような人物創造」の不足しがちの日本文藝ながら，野上豊一郎の指摘
によれば，能楽のほとんどはシテの「伝記」になる。また切腹などをして果てるときの辞世は，「伝
記」とは無縁なはずの歌について，一つの歌を一瞬で「伝記」に変える働きを持つのではない
か。「伝記」とは無縁なはずの「連歌の美学」で，その「揚句」が「人生の揚句」として辞世
という形をとるとき，その辞世という特別な文藝形態の元祖が自傷歌であることを思えば，「伝
記」を柿本人麻呂に感じないではいられないのも一つの考察である。この観点で，さらに考察
を継続したい。
